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部
「
絆
」
と
い
う
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
団

体
も
あ
り
ま
す
ね
。
せ
っ
か
く
こ
う
い
っ
た

場
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
、

様
々
な
人
と
接
し
、
た
く
さ
ん
話
す
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

か
な
い
な
ら
、
ま
ず
は
与
え
ら
れ
た
環

境
で
懸
命
に
頑
張
る
べ
き
で
す
。

3
年
で
新
入
社
員
の
約
１
／
３
が
辞
め
る
と

い
う
時
世
で
す
が
、
転
職
し
て
成
功
し
た
人

よ
り
も
、
留
ま
っ
て
成
功
し
た
人
の
方
が
は

る
か
に
多
い
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
人
に

は
、
こ
の
こ
と
を
ぜ
ひ
頭
の
隅
に
置
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
　

	

で
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
千
葉
大
学
の
学
生

に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

ま
ず
、
本
や
雑
誌
、
新
聞
を
読
む

こ
と
。
本
を
読
ま
な
い
人
は
考
え

が
単
純
に
、
雑
に
な
り
が
ち
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で
ば
か
り
情

報
を
得
る
の
は
ダ
メ
。
簡
単
に
得
た
情
報
は

簡
単
に
消
え
去
り
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
繰
り
、

読
む
と
い
う
行
為
が
自
分
の
知
識
に
な
る
の

で
す
。
そ
れ
に
、
雑
誌
や
新
聞
な
ら
、
自
分

が
得
た
い
内
容
以
外
の
情
報
も
自
然
と
目
に

留
ま
り
、
頭
に
入
っ
て
き
ま
す
。
電
車
で
携

帯
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
人
を
見
る
と
残
念
だ

な
、
と
思
い
ま
す
。
目
を
上
げ
れ
ば
、
中

吊
り
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
観
察
が

で
き
、
窓
の
外
に
は
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

日
々
の
何
気
な
い
で
き
ご
と
に
好
奇
心
を
持

つ
こ
と
、
そ
の
積
み
重
ね
が
ひ
ら
め
き
に
つ

な
が
る
の
で
す
か
ら
。
私
は
学
生
時
代
、
吉

川
英
治
の
歴
史
小
説
を
読
み
込
み
ま
し
た
。

過
去
の
出
来
事
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
難
し
い
専
門
書
な
ど
で

な
く
て
も
い
い
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を

た
く
さ
ん
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
学
生
の

う
ち
に
そ
う
い
う
習
慣
を
身
に
つ
け
る
と
良

い
で
し
ょ
う
ね
。

　

次
に
、
多
く
の
人
と
接
し
、
話
し

て
欲
し
い
。
そ
れ
も
、
メ
ー
ル
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
顔
を
見
て
話
を
す
る
こ
と
。

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
他
人

の
声
、
意
見
が
必
要
で
す
。
他
人
の
声
を
聞

き
入
れ
る
こ
と
で
、
自
分
を
よ
り
磨
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
で
、
意
見
や
立
場
の
違
う
た
く
さ
ん
の

人
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
も
将
来
に
役
立
つ

得
難
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
千
葉
大
学
に

は
学
部
同
窓
会
や
校
友
会
、
経
済
人
倶
楽

は
ほ
と
ん
ど
部
室
に
居
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
く
ら
い
で
す
。
後
に
後
輩
が
大
量

に
入
部
し
て
き
ま
し
た
が
、
私
が
入
っ
た
頃

は
先
輩
と
同
輩
を
合
わ
せ
て
も
30
人
前
後
と

い
う
小
さ
な
所
帯
で
、
今
で
い
う
同
好
会
の

よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

弓
道
と
は
、
全
て
自
分
の
責
任
、
他

人
の
せ
い
に
で
き
な
い
武
術
で
す
。

チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
あ
れ
ば
、〝
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
ダ
メ
だ
っ
た
、
相
手
が
強
か
っ
た
〞
と

言
い
訳
が
立
ち
ま
す
が
、
弓
道
は
的
に
当
た

る
か
ど
う
か
は
自
分
次
第
。
良
い
射
を
す
れ

ば
、
的
に
当
た
る
の
は
必
然
。
そ
れ
が
良

か
っ
た
で
す
ね
。
最
近
は
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む

私
で
す
が
、
こ
の
〝
全
て
は
自
分
次
第
〞
と

い
う
部
分
は
、
弓
道
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、〝
射
は
正
し
き
を
己

に
求
む
〞
と
い
う
弓
道
の
精
神
は
、
花
王

の
正
道
を
歩
む
と
い
う
理
念
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
仕
事
を
す
る
上
で
、
常
に

傍
ら
で
私
自
身
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

	

経
済
人
と
し
て
、
今
の
若
者
に
望
む
こ

と
は
？

　

今
の
若
い
方
は
、
情
報
が
あ
り
す
ぎ
て
か

わ
い
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
の
時
は
、
余

分
な
情
報
も
な
か
っ
た
せ
い
か
、
会
社
に
対

す
る
過
度
な
期
待
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

44
年
間
勤
め
上
げ
た
会
社
で
、
会
社
の
意
向

に
異
議
を
唱
え
て
自
分
の
希
望
を
伝
え
た
の

は
、
た
だ
一
度
だ
け
。
あ
と
は
目
の
前
の
仕

事
を
が
む
し
ゃ
ら
に
や
る
し
か
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
成
長
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
会
社

で
よ
く
言
い
ま
し
た
。「
ま
ず
は
、
た
だ

目
の
前
に
あ
る
峠
を
登
っ
て
み
な
さ

い
」
と
。
峠
を
登
れ
ば
素
晴
ら
し
い
景
色
が

見
え
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
次
の
峠
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
も
そ
の
先
が
崖

な
ら
下
り
て
別
の
峠
を
登
れ
ば
良
い
。
そ
れ

は
、
麓
で
寝
て
い
る
人
に
は
決
し
て
得
る
こ

と
の
で
き
な
い
経
験
で
す
。
け
れ
ど
も
、
今

の
人
は
「
自
分
探
し
」
が
好
き
で
、「
こ
の
会

社
は
自
分
を
活
か
し
て
く
れ
な
い
」
と
言
っ

て
目
の
前
の
峠
に
意
義
を
見
い
だ
さ
ず
に
辞

め
て
し
ま
う
。　
　

　

厳
し
い
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
企
業
に

は
、
例
え
ば
花
王
の
〝
清
潔
で
美
し
く
健
や

か
な
毎
日
を
め
ざ
し
て
〞
と
い
っ
た
、
社
会

の
幸
福
を
追
求
す
る
た
め
の
夢
が
あ
り
ま
す
。

一
個
人
の
夢
は
、
こ
の
企
業
の
夢
の
前
で
は
小

さ
な
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
や

浅
田
真
央
の
よ
う
な
天
賦
の
才
能
が
あ
る
な

ら
、
自
分
の
可
能
性
を
求
め
て
追
い
か
け
る

の
も
良
い
。
そ
う
で
な
く
、
漠
と
し
た
夢
し

に
「
手
伝
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
み
込

み
、
勉
強
し
ま
し
た
。
周
囲
が
麻
雀
や
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
こ
そ
こ
真
面
目
な
学

生
生
活
で
し
た
ね
。
学
生
時
代
に
学
び
、
つ

か
ん
だ
知
識
が
即
実
践
と
し
て
使
え
た
と
い

う
こ
と
は
私
の
経
歴
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
大
学
生
活
で
身
に
つ
い
た
物

の
見
方
、
考
え
方
、
学
ぶ
姿
勢
と

い
う
の
は
社
会
人
に
な
っ
て
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
か
ら
、
真
面
目
に
勉

強
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
	

部
活
動
は
何
を
し
て
い
た
の
で
す
か
？

　

弓
道
部
で
す
。
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ

て
か
ら
も
稲
毛
の
練
習
場
ま
で
通
っ
て
い
ま

し
た
。
き
ち
ん
と
し
た
弓
道
場
も
な
く
、
丸

太
や
土
を
運
ん
で
道
場
を
整
え
、
雨
の
日
は

部
室
で
巻
藁
に
向
か
っ
て
練
習
す
る
な
ど
、

文
字
通
り
〝
弓
道
に
打
ち
込
ん
だ
〞
4
年
間

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
授
業
以
外
の
時
間

　
　

	
後
藤
さ
ん
は
昭
和
39
年
に
工
学
部
工
業

化
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
学
生
時
代
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？

　

私
が
学
生
だ
っ
た
当
時
は
、
教
養
課
程
は

稲
毛
、
そ
し
て
専
門
課
程
に
な
る
と
松
戸
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
西
千
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
て
工
学
部
が
移
転
し

た
の
が
、
私
が
卒
業
し
た
年
で
し
た
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
入
れ
替
え
で
し
た
ね
。
当
時
の
松

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
陸
軍
兵
舎
跡
を
利
用
し
た

も
の
で
、
長
屋
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
和
気
藹
々

と
勉
強
し
て
い
た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
橋
本
先
生
の
無
機
化
学
の
講

義
が
面
白
く
、
熱
力
学
や
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
、

エ
ン
タ
ル
ピ
ー
な
ど
を
つ
た
な
い
な
が
ら
も

研
究
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
4
年
生
に

な
っ
て
決
ま
っ
た
就
職
先
は
、
主
に
有
機
化

学
を
扱
っ
て
い
た
花
王
石
鹸
株
式
会
社
（
現

在
の
花
王
株
式
会
社
）。
慌
て
て
夏
休
み
に

研
究
実
験
を
し
て
い
た
有
機
化
学
の
先
生

学
生
時
代
の
“
学
ぶ
姿
勢
”
が

現
在
を
作
っ
た
。

　

花
王
一
筋
に
活
躍
さ
れ
、
世
界
中
に
数
々
の
新
製
品
の
発
展
・
普
及
に
努
め
た
後
藤
卓
也

花
王
株
式
会
社
前
取
締
役
会
会
長
。
そ
の
原
点
は
、
千
葉
大
学
で
学
ん
だ
日
々
で
し
た
。
企

業
人
と
し
て
道
を
追
求
し
た
後
藤
先
輩
に
千
葉
大
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
後
輩
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。「
千
葉
大
学
創
立
６０
周
年
記
念
展
示
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
附
属
図
書
館
企
画
）」

ご と う た く や

　附属図書館にて開催された「千葉大学創立60周年
記念展示～大学の歩みと活躍する卒業生たち～」で
各学部の活躍する卒業生をご紹介し、そのおひとり
後藤卓也氏にインタビューをしました。「ポッドキャ
スト＠千葉大図書館」では、その他にも“千葉大学
の研究を語る”等の多くの活動を配信していますの
で、ぜひご視聴ください。
http://libcast-chibau.seesaa.net/
（写真はポッドキャストの画面です。）

～インタビューの模様をご覧いただけます～

　後藤卓也 氏

たくさん本を読んでください。

左から法経学部2年小堺一成さん、後藤氏、
　　　　　　　　　　　　　　　　教育学部3年加藤恵さん

花王株式会社　前取締役会会長
日本マーケティング協会会長



千葉大学創立60周年記念展示
－つねに、より高きものをめざして－
　平成21年10月27日（火）～ 11月７日（土）、
創立60周年記念行事の主会場となったけやき会
館で、「千葉大学創立60周年記念展示－つねに、
より高きものをめざして－」を開催しました。
エントランスホールに「各部局の歴史や変遷
及び現状等」、「各部局における重点的な取り
組み、ニュース又はトピック等」をテーマに
作成したパネルが展示され、来場者に千葉大
学60年の歴史と取り組みの一端をアピールす
ることができました。

千葉大学創立60周年記念展示　
－大学の歩みと、活躍する卒業生たち－
　平成21年10月27日（火）～ 11月30日（月）、千葉大学附属図書館にて「千葉大学
の過去・現在を知ろう、そして未来を語ろう」というキャッチフレーズのもと「千葉
大学創立60周年記念展示－大学の歩みと、活躍する卒業生たち－」を開催しました。
　千葉大学の60年にわたる歩みと、各界で活躍されている卒業生を紹介した展示会
には、学内外から約4,000人の来場があり、非常に好評を得ました。「この展示で、
千葉大卒の著名人を知ることができ、驚くと共に嬉しく思いました。社会に出て活
躍する先輩の姿など知る機会が増えると自分にとっても励みになると思います。」
などの感想が寄せられ、多くの方々に、千葉大学の歩みや社会の第一線で活躍され
ている卒業生の方々の存在を知っていただき、未来について語り合うきっかけをつ
くる展示会となりました。

附属図書館展示、けやき会館展示は、千葉大学のホームページで見ることができます。ぜひご覧ください。

　創立60周年企画と並行して、10月30日（金）～ 11月２日（月）には恒例の第47回千葉大祭を開催しました。
　中央ステージや校舎ではグループごとに趣向を凝らしたイベントが行われ、所狭しと並んだ模擬店のテントも大いに賑わいました。

千葉大学創立60周年記念「能楽公演」
　平成21年11月４日（水）、千葉大学創立60周年記念能楽公演を開催しました。
本公演は、翌日の国際シンポジウムの関連行事としても位置づけられ、日本文化を
通して、国内外の研究者・学生（留学生）・市民等が交流・触れ合う機会を提供す
ることを目的としたものです。　
　今回の公演は本学として初めての企画であり、会場となった千葉大学けやき会館
（定員320名）は、ヘルシンキ大学の学長外国際シンポジウム参加者並びに多くの
留学生らが訪れ、ほぼ満員の観客で埋め尽くされました。齋藤康学長の挨拶後、出
演者による和楽器の説明などの講座、続いて本学の非常勤講師である和泉流狂言方
能楽師、小笠原匡氏による狂言「棒縛」、最後に観世流シテ方能楽師の浅見慈一氏
による能「船弁慶」が上演されました。特に講座については英語による逐次通訳が
なされ、パンフレットも英文併記とし、大学の国際化を推し進めるうえで、貴重な
公演となりました。
　会場内は静寂な雰囲気に包まれ、能楽の醍醐味をじっくりと鑑賞することができ、
最後は観客の惜しみない拍手のなか、素晴らしい公演の幕が閉じられました。

狂言「棒縛」 能「船弁慶」 能「船弁慶」

能楽公演

附属図書館　展示 けやき会館　展示

学 園 祭
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創立60周年記念事業報告創立60周年記念事業報告



挨拶をする北村彰英理事

森田健作千葉県知事

Gumilar Rusliwa Somantri
　　　　　　　        インドネシア大学長

パネルディスカッション

挨拶をする齋藤康千葉大学長

千葉滋胤千葉県商工会議所連合会長

Matti Pursulaヘルシンキ工科大学長

鈴木厚人高エネルギー加速器研究機構長

公開市民講座

国際シンポジウム

千葉大学創立60周年記念国際シンポジウム
　平成21年11月５日（木）、千葉大学けやき会館にて千葉大学創立60周年記念国際シ
ンポジウムを開催しました。当日は秋晴れにも恵まれ、ホールは立ち見がでるほどの
学生・教職員で埋め尽くされました。
　シンポジウムは学長、森田健作千葉県知事、千葉滋胤千葉県商工会議所連合会長の
挨拶で始まり、続いて高エネルギー加速器研究機構の鈴木厚人機構長の基調講演が行
われました。基調講演では、高エネルギー加速器研究機構における教育研究活動の紹
介、多くの日本人ノーベル賞受賞者を輩出した加速

千葉大学創立60周年記念公開市民講座「千葉学のいま─海と里山の歴史、これからのまち─」
　平成21年11月14日（土）、房総半島に位置する千葉県について考える千葉大学創立60周年記念公開市民講座「千
葉学のいま─海と里山の歴史、これからのまち─」を開催しました。
　講座内容は、千葉地域を対象とした千葉大学の教育・研究実践「千葉学」を紹介するもので、「第一部　千葉大学
の房総研究」では、千葉県に住んでいる県民にとっても意外に知られていない房総半島の成り立ちや自然、そこで

展開されてきた人々のくらしや歴史について、本学の各分野の教員から講演があり
ました。「第二部　千葉大学の地域連携実践」では、平成19年度文部科学省「現代
的教育ニーズ取組支援プログラム」に採択された「共生環境デザインによる房総半
島活性化支援」の成果に基づき、本学工学研究科の学生が、千葉県山武市との連携と
地域づくりについての提案を熱く発表しました。
　当日は、生憎の天候にもかかわらず、千葉県内から130人を超える一般市民等が
受講し、活発な質疑や意見交換が行われました。

器科学分野におけるイノベーション創出、グローバ
リゼーションの促進に関する取り組みについての紹
介が行われました。招待講演では、ヘルシンキ工科
大学のMatti Pursula学長とインドネシア大学の
Gumilar Rusliwa Somantri 学長が各大学の教育研
究活動の紹介と次世代人材の養成に関する意見・提
言を行いました。
　その後のパネルディスカッションでは、「次世代人
材の養成－イノベーション創出・グローバリゼーショ
ン促進の観点から－」のテーマで、シンガポール国
立大学のAndrew Wee教授、カリフォルニア大学サ
ンディエゴ校研究員の日沼洋陽博士、中国国家自然
科学基金委員会の王教授と千葉大学の理事・教授を
加えた８名からそれぞれ千葉大学の次世代人材の養
成に関する提言がなされました。会場と一体となっ
たディスカッションでは、白熱した討論が続き、予
定時間を30分ほど延長して終了しました。

千葉大学創立60周年記念事業（冠事業）一覧
60周年記念事業

冠事業

名　称 期間/場所 概　要

名　称 期間/場所 概　要

名　称 期間/場所 概　要

千葉大学創立60周年記念国際シンポジウム

千葉大学創立60周年記念展示
－大学の歩みと、活躍する卒業生たち－

千葉大学創立60周年記念展示
－つねに、より高きものをめざして－

千葉大学創立60周年記念「能楽公演」

千葉大学創立60周年記念公開市民講座
「千葉学のいま－海と里山の歴史、これからのまち－」

千葉大学創立60周年記念大学院教育改革
プログラム成果報告会

千葉大学創立60周年記念大学改革シンポジウム
「21世紀の学問が求める 社会が求める そして企
業が求める人材の育成」
－そのための具体的手法を求めて－

千葉大学の大学院教育の実質化の推進を図る
ため、大学院GP（大学院教育改革支援プログ
ラム）の成果発表等を行う成果報告会を開催

房総半島の成り立ちと自然、そこで展開さ
れてきた人々のくらしと歴史、そしてこれ
からの地域づくりを考える市民講座を開催

日本文化を通して、国内外の研究者・学生（留
学生）・市民等が交流・触れ合う機会を提供
することを目的に能楽公演を開催

「各部局の歴史や変遷及び現状等」、「各部局
における重点的な取り組み、ニュース又は
トピック等」について紹介する展示会を開催

千葉大学の60年にわたる歩みと、活躍する
卒業生たちを紹介する展示会を開催

「次世代人材の養成－イノベーション創出・
グローバリゼーション促進の観点から－」
をテーマに、国際シンポジウムを開催

講演題目：真性グラフェンにおける室温
での飽和速度現象

「植物からのくすり－漢方・生薬の最先
端－」をテーマに４名の講師が最先端の
話題を講演する

留学生による自国文化の発表（韓国、タ
イ、ドイツ）

地球温暖化寄附研究部門による「地球温
暖化の未来にむけて」をテーマとした公
開シンポジウムを開催

「食べ物とカビ」、「しょうゆを作るカビ・
麹菌」、「酵母のふしぎ」の講演

メキシコから「ホセ・サルカン教授」を
迎え、講演会等を開催

世界的に低迷する経済状況と多極化する国
際情勢の中で、わが国が持続的発展を図る
ためには、個性的で豊かな創造性を有し、
挑戦し、やりぬく力のある人材が必要不可
欠です。そのために千葉大学はどのような取
組みをすべきかを考えるシンポジウムを開催

Science Lectureship Award 2009

公開市民講座
 ～カビ!?そろそろ気になりますね Part４～　

千葉大学CEReS寄附研究部門 公開シンポジウム
－地球温暖化現象の解明・対策・適応への挑戦－

千葉大学ユニバーサルフェスティバル

平成21年度第1回量子機能デバイス講演会

第18回千葉大学大学院薬学研究院・薬友会 生涯
教育セミナー（宮木高明記念講演）

11月５日（木）
けやき会館大ホール 講演会「世界文学としての『源氏物語』」

「『源氏物語』と騎士道物語－王妃との愛」
の著者、千種キムラ・スティーブン氏を
迎ての講演会

１月４日現在

７月31日（金）
附属図書館１階エントランスホール

国際シンポジウム「北東アジア史」の地平　
－その意義と問題点－

「北東アジア史」の意義と問題点につい
て、国際的に著名な研究者を招へいし討
議する

７月31日（金）
社会文化科学研究系総合研究棟
２階マルチメディア会議室

第二期アジアの最先端有機化学
－スタートアップシンポジウム－

アジアにおける最先端有機化学の国際シ
ンポジウムを開催

８月10日（月）～８月11日（火）
自然科学系総合研究棟大会議室

Chiba International Forum : Aspects of Medieval 
Studies（千葉国際フォーラム：中世研究の諸相）

中世の研究において国際的に著名な研究
者を招いて講演し、研究討議を行う

９月２日（水）
社会文化科学研究系総合研究棟
１階マルチメディア講義室

シンポジウム　臨床開発の新たな地平
「研究、教育と実践の調和を目指して」

最先端の研究からみた現在の制度システ
ムの問題点、国際的な医薬品開発からの
フィードバック、基本的な教育研究基盤
の醸成と課題等について明らかにする

９月７日（月）
けやき会館

予防医学センター市民講演会 新型インフルエンザ対策と子どもの緊急
医療を考える市民講座

９月13日（日）
けやき会館

日本メキシコ友好400周年記念学術シンポジウム
「自然との共生」をメインテーマとし、生
物多様性、環境、土壌、地震の分野につい
て講演及びパネルディスカッションを行う

10月２日（金）～10月３日（土）
けやき会館

有機合成化学協会関東支部　
ミニシンポジウム千葉2009

有機化学に基づいた近年注目されたテー
マについて、学外から講師を招き講演す
る

10月23日（金）
自然科学研究科１階大会議室

千葉大学オープン・リサーチ2009
見せるぞ底力！～創立60周年を迎えて～

本学で創出された学術研究成果等を広く企
業、地域社会に公開する研究シーズ展示会
や特別講演会、産学官交流会を開催する

10月24日（土）
けやき会館

第12回ヨウ素学会シンポジウム
国内外のヨウ素研究者及び企業からの講
演、ポスター発表及び展示を行い、幅広
くヨウ素に関する研究について討議する

10月29日（木）
けやき会館

平成21年度　工学部公開講座
環境問題をテーマとした「未来をひらく
都市と建築の環境技術について」の公開
講座を実施する

10月31日（土）
工学部17号棟112講義室

第３回千葉大学グローバルCOEプログラム
（医学系）シンポジウム

免疫システム統御治療学分野をリードす
る国内外の研究者を招聘し、発表、討論
を行う

11月６日（金）
医学部附属病院３階第１講堂

グローバルCOE・有機エレクトロニクス国際研究
会：電子状態、電荷移動、デバイス物性

アジア圏の研究グループを招聘し最近の
研究成果に関する討論を行うと共にアジ
ア圏での研究連携を進める

11月６日（金）～11月７日（土）
自然科学系総合研究棟２階
マルティメディア講義室

第15回CEReS国際リモートセンシングシンポジウ
ム－環境リモートセンシングの成果と挑戦－

４つの研究プロジェクトの総括を行い、
海外のエキスパートと国際的な最新の研
究について討議する

12月15日（火）～12月16日（水）
けやき会館会議室

千葉大学ユニバーサルフェスティバル 留学生による自国文化の発表12月17日（木）
けやき会館

10月27日（火）～11月30日（月）
附属図書館１階展示コーナー

10月27日（火）～11月7日（土）
けやき会館エントランスホール

11月４日（水）
けやき会館大ホール

11月14日（土）
けやき会館大ホール

12月４日（金）
人文社会科学系総合研究棟２階
マルチメディア会議室

１月25日（月）
けやき会館大ホール

５月19日（火）
けやき会館大ホール

６月14日（日）
けやき会館大ホール

６月15日（月）
けやき会館会議室

６月25日（木）
けやき会館

７月１日（水）
自然科学系総合研究棟２号館
２階会議室

大学から優秀な女性研究者の輩出を増大
するために必要なものは何かをテーマと
した特別講演、事業報告、鼎談を行う

第４回シンポジウム
千葉大学における男女共同参画～次のステップに
向けて～

12月１日（火）
けやき会館大ホール

７月４日（土）
けやき会館大ホール
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　私の大学生活は、入試前年の全共闘な
どによる東大安田講堂の封鎖が入試の年
の１月に機動隊により解除され、東大入
試の中止などの大学紛争の最中に始まり
ました。比較的静かな大学であった千葉
大学でも本部封鎖があったり、特に１年
教養のドイツ語の時間がよく討論会に
なったことを記憶しております。また、
薬学部の学生生活の中では、大学祭発表
のために、休みの日にも交代でマウスの
水遣りをしたこと、４年時の薬品分析化
学の卒業研究では、毎日、分液ロートを

振ってばかりいたことなどを思い出します。
　私の実家は千葉大学の裏門から徒歩で
10分程度の場所にあり、その後も西千葉
キャンパス近くで暮らす期間が長かった
ために、地元の大学として、時には大学
祭に行くなど卒業後も身近な大学となっ
ております。
　就職の際は、薬品分析等の試験研究に
携わりたいと思っておりましたが、千葉
県職員となってからは、研究業務に携わ
らずに、薬事や食品衛生行政に長く関わ
ることになり、あまり得意でなかった各種
法令に基づく仕事を行ってまいりました。
　この２年間は、薬学部で薬事関係法令
の臨時講師を勤めさせていただきました
が、不勉強のため学生の方々には、ご迷
惑をかけたと反省しております。あと１
年と僅かで退職となりますが、その退職
の年に奇しくも「千葉大学薬学部創立120
周年事業」が行われる予定ですので、卒
業生として、少しでもお手伝いができれ
ばと思います。

千葉大学を語る
舩岡　紀子　氏
（千葉県健康福祉部薬務課長）

企画総務部総務課総務グループのみなさん

　総務課総務グループは、学内の儀式・諸行事・会議の庶務、文書・規程
に関する事務などを所掌しています。この他に、“他の部課室の所掌に属さ
ないこと”を処理し、調整することもあります。仕事は地味で、「何でも
屋」のようなイメージがありますが、本来は「総てを務める」の字のごと
く、大学全体の業務を掌握し、戦略的な仕切りをする部署なのでしょう。
しかし、その理想のレベルには、まだまだ達していないのが現状です。
　今年度は千葉大学創立60周年を記念した様々な記念行事が開催され、関
係部局の皆様にはご協力いただき、大変ありがとうございました。また、
会議の開催や文書・荷物の受払いなどの日常業務では、各部局の協力なし
には円滑な事務の遂行はできません。皆さんに頼るばかりでなく、頼られ
る「総務」となるよう努めてまいりますので、これからもよろしくお願い
します。

プロフィール
1973年３月 千葉大学薬学部卒業
1973年４月 千葉県職員（保健所勤務）
2008年４月 千葉県健康福祉部薬務課長（現在に至る）

創立60周年記念OB・OG
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CHIBADAI Press アンケート
　読者の皆様のご意見を今後の企画・編集に活かし、
充実した内容でお届けするためアンケートにご協力を
お願いします。
https://chibadaipress.kappe.jp/　（PC、携帯共通）

天皇皇后両陛下が千葉大学園芸学部に行幸啓

平成21年度　薬と健康の週間記念式典
にて

藤井英二郎教授及び三位正洋教授の説明のもと、戸定歴史館の展示をご閲覧
になる両陛下（写真：松戸市提供）

戸定歴史館で齋藤千葉大学長、菊池園芸学部長、伊東同創立100周年記念事
業会会長らにお出迎えをうける両陛下（写真：松戸市提供）

左から法経学部2年小堺一成さん、後藤氏、
　　　　　　　　　　　　　　　　教育学部3年加藤恵さん

松戸キャンパスを車内からご視察され、学生にお手を振られる両陛下

卒業アルバムより、前列右、舩岡氏


